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和歌山工業高等専門学校におけるハラスメント防止委員会規則 

 

制定 平成３０年６月１８日 

（趣旨） 

第１条 和歌山工業高等専門学校（以下「本校」という。）におけるハラスメントの防止及び排除の

ための措置並びにハラスメントに起因する問題が生じた場合に適切に対応するための措置につい

ては、独立行政法人国立高等専門学校機構ハラスメントの防止等に関する規則（機構規則第１１

３号）並びに「ハラスメントを防止するために教職員等が認識すべき事項についての指針」及び

「ハラスメントに関する苦情相談への対応における留意すべき事項についての指針」（平成２４年

９月２７日理事長裁定）に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

（ハラスメント防止委員会の設置） 

第２条  本校に、ハラスメントの防止等に関し適切な対策を講じるため、ハラスメント防止委員

会（以下「防止委員会」という。）を置く。 

（防止委員会の任務） 

第３条  防止委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 ハラスメントの防止等に関する研修並びに啓蒙活動の企画及び実施に関すること。 

二 ハラスメントに関する苦情相談体制及び苦情処理体制に関すること。 

三 ハラスメントに関する就学、就労、教育又は研究環境の改善のための措置に関すること。 

四 その他、ハラスメントの防止等に関すること。 

（防止委員会の組織） 

第４条  防止委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

一 副校長 

二 教務主事、学生主事及び寮務主事 

三 専攻科長 

四 事務部長 

五 総務課長及び学生課長 

六 その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第六号に定める委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場

合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
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（委員長） 

第５条 防止委員会に委員長（以下「防止委員長」という。）を置き、副校長をもって充て

る。 

２ 防止委員長は、防止委員会を招集し、その議長となる。 

３ 防止委員長は、第９条の報告があった場合は、直ちに校長に報告するものとする。 

（副委員長） 

第６条 防止委員会に副委員長を置き、学生主事をもって充てる。 

２ 副委員長は、防止委員長を補佐し、防止委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 防止委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴く

ことができる。 

（相談員） 

第８条  本校に、ハラスメントに関する相談に対応するため、相談員を置く。 

２ 相談員は、次の各号に掲げる者とし、校長が指名する。 

一 学生相談室、学生課長 

二 教職員のうちから、校長が指名する者 

３ 前項に規定する者のほか、ハラスメントの防止等に関する見識を有する本校の教職員以

外の者を相談員に加えることができる。 

４ 第２項に定める相談員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合

の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 相談員は、相談に対応するとともに、相談者の同意を得た上で、必要に応じて、相談の

具体的事項等について防止委員長に報告するものとする。ただし、相談者が望まない場合

はこの限りではない。 

６ 相談員の氏名、所属、連絡用電話番号、電子メールアドレス等は、学内に公表するもの

とする。 

（相談） 

第９条 学生及びその関係者からの相談は、前条第２項第一号に定める相談員が、教職員及

びその関係者からの相談は、前条第２項第二号に定める相談員が受けるものとする。 

２ 相談員への相談は、面談のほか、手紙、電話又は電子メールのいずれでも受け付けるも

のとする。 

３ 相談を受ける際には、複数の相談員で対応し、原則として相談者と同性の相談員が同席

するものとする。ただし、相談者が望まない場合はこの限りではない。 

４  相談者が希望する場合は、相談者以外の者を同席させることができる。 
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（ハラスメント調査委員会） 

第１０条 校長は、ハラスメントの事実関係等を調査するため、防止委員会の下にハラスメン

ト調査委員会（以下「調査委員会」という。）を設置することができる。 

２ 調査委員会は、校長の要請に応じてハラスメントの具体的事項について調査し、その結果

を校長及び防止委員会に報告するものとする。 

３ 調査委員会は、校長が指名する委員をもって組織する。 

４ 調査委員会の委員長（以下「調査委員長」という。）は、委員の互選により選出する。 

５ 調査委員長は、調査委員会を招集し、その議長となる。 

６ 調査委員長が必要と認めたときは、本校の教職員以外の者を委員に加えることができる。 

７ 調査委員長に事故あるときは、あらかじめ調査委員長が指名した委員がその職務を代行す

る。 

８ 第３項の委員の任期は、当該事案に関する調査結果が校長及び防止委員会に報告され終了と

判断した日までとする。 

（事務） 

第１１条 ハラスメントの防止等に関する事務は、事案に応じ総務課又は学生課において処理

する。 

（その他） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、ハラスメントの防止等に関し必要な事項は別に定め

る。 

附  則（平成３０年６月１８日制定） 

１  この規則は、平成３０年４月１日から適用する。 

２  和歌山工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの苦情相談等に関する要

項（平成１１年９月２２日制定）は廃止する。 
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ハラスメント対応フロー図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

相談者（被害者） 

ハラスメント相談員 

この段階での 

解決もある 

ハラスメント調査委員会 

防止委員会委員長 

（ 副 校 長 ）⑥委員会招集 

懲戒関係審議機関 

リ ス ク 管 理 室 

（ 校      長 ） 

加害者 関係部署 

①相談 ②事実確認 

③原則：相談者同意 

⑧調査結果を随時報告 

③-1報告：相談者同意 

目撃者等（第三者） 

⑦必要と判断 

① 相談 

随時対応指示 

④早急な対応が 

必要と判断 

相談者同意 

④誤解あるいは 

和解可能と判断 

相談者同意 

⑤和解不能 

⑥報告 

⑨必要と判断 

⑧調査結果を報告 


